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�
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◆
墨
華
書
道
会　

月
２
回
、

木
曜
日
の
午
後
１
時
〜
３
時
、

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
３

０
０
０
円
。
詳
し
く
は
鈴
木

�
４
２
２
・
７
８
０
４
へ
。

　

◆
中
央
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

　

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
日

の
午
前　

時
〜
正
午
と
午
後

１０

１
時
〜
３
時
、
中
央
町
地
区

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０

円
。
あ
る
程
度
歌
え
る
方
。

詳
し
く
は
冨
岡
�
４
７
１
・

１
８
６
３
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
東
久
留
米

す
み
れ
唄
の
会
）　

月
４
回
、

金
曜
日
ほ
か
の
午
後
７
時
〜

９
時
半
、
中
央
公
民
館
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
１
０
０
０
円
。
詳
し
く
は

菅
野
�
４
６
３
・
８
３
６
４

へ
。

　

◆
黒
目
川
あ
る
こ
う
会　

月
２
回
例
会
、
都
内
近
郊
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

年
１
２
０
０
円
、
例
会
参
加

費
１
回
３
０
０
円
。
８
月　
１９

日
（
土
）
は
日
帰
り
温
泉
の

旅
（
青
梅
）、
９
月
９
日
（
土
）

は
名
画
と
展
示
の
鑑
賞
。
詳

し
く
は
三
田
（
さ
ん
だ
）
�

４
７
１
・
４
９
６
７
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
歌
謡
孔
雀

会
）　

毎
月
第
１
〜
第
３
①

水
曜
日
が
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
②
木
曜
日
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
③
土
曜

日
が
野
火
止
地
区
セ
ン
タ
ー

で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
５
０
０
円
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
市
文
化
協
会
歌
謡
連

盟
加
盟
。
詳
し
く
は
小
山
�

４
７
１
・
１
４
７
２
へ
。

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
、
練
功
十

八
法
、
太
極
柔
力
球
（
滝
山

公
園
）　

毎
朝（
日
曜
日
を
除

く
）
の
午
前
９
時
〜
９
時　
４０

分
、
滝
山
公
園
（
滝
山
二
丁

目
）
で
。
入
会
金
１
０
０
０

円
、
会
費
年
２
０
０
０
円
。

初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
今

野
（
こ
ん
の
）
�
４
７
１
・

２
３
６
３
へ
。

　

◆
詩
吟
、
短
歌
、
俳
句

（
諏
訪
岳
風
会
東
久
留
米
支

部
吟
友
梓
会
）　

毎
週
金
曜

日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、
中

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
２
０
０
０
円
。
詳
し
く

は
藤
田
�
４
７
３
・
３
６
３

１
へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
ピ
カ
ケ

　

フ
ラ　

サ
ー
ク
ル
）　

月

３
回
、
月
曜
日
の
午
後
２
時

　

分
〜
３
時
半
が
ス
ポ
ー
ツ

１０セ
ン
タ
ー
、
土
曜
日
の
午
前

９
時
５
分
〜　

時　

分
が
南

１０

２５

部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３

５
０
０
円
。
楽
し
く
レ
ッ
ス

ン
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は

篠
宮
�
４
７
２
・
２
０
４
５

へ
。

　

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
（
ア
ヴ
ァ

プ
ヒ　

フ
ラ　

サ
ー
ク
ル
）

　

毎
月
第
１
・
第
２
・
第
４
火

曜
日
の
午
後
６
時　

分
〜
８

４０

時
、大
容
ホ
ー
ル（
西
東
京
市

ひ
ば
り
が
丘
北
三
丁
目
）で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、会
費

月
３
５
０
０
円
。見
学
無
料

体
験
あ
り
。初
心
者
歓
迎
。　５０

代
ま
で
。働
い
て
い
る
方
も

ど
う
ぞ
。詳
し
く
は
岩
田
�

４
２
２
・
１
１
７
１
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
松
尾
ダ

ン
ス
・
サ
ー
ク
ル
）　

月
４
回
、

金
曜
日
の
午
後
１
時
〜
５
時
、

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

月
３
０
０
０
円
。
中
級
以
上

の
方
。
詳
し
く
は
東
（
ひ
が

し
）
�
４
７
２
・
４
１
０
０

へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
・
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
）

　

月
３
回
、
金
曜
日
の
午
後

７
時
〜
８
時
半
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。
入

会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月

３
０
０
０
円
。
２
〜
３
年
経

験
の
あ
る
方
。
詳
し
く
は
瀬

戸
�
４
７
４
・
６
３
４
８（
夜

間
）
へ
。

　

◆
洋
画
・
日
本
画
・
水
彩

画（
日
曜
美
術
ク
ラ
ブ
）　

毎

月
第
１
〜
第
３
日
曜
日
の
午

後
１
時
半
〜
５
時
、
中
央
公

民
館
で
。
入
会
金
５
０
０
０

円
、
会
費
月
５
０
０
０
円
。

第
４
週
目
に
補
習
あ
り
。
筆

の
持
ち
方
か
ら
美
術
展
出
品

の
方
法
ま
で
。
詳
し
く
は
杉

原
�
４
７
４
・
８
２
０
５
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
ふ
れ
あ

い
ダ
ン
ス
の
会
）　

月
４
回
、

火
曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
、

南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

５
０
０
円
。
経
験
２
年
以
上

の
男
性
。
女
性
講
師
の
指
導

あ
り
。
詳
し
く
は
田
中
�
４

７
３
・
１
８
１
６
へ
。

　

◆
夕
涼
み
・
み
ん
な
の
う

た
ご
え
喫
茶
（
う
た
の
広
場

の
会
）　

８
月
８
日
（
火
）
午

後
７
時
〜
９
時
、
市
役
所
１

階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加
費

３
０
０
円
（
貸
し
出
し
歌
集

代
、
冷
た
い
飲
み
物
や
紅
茶
、

ケ
ー
キ
付
き
）。詳
し
く
は
小

坂
�
４
７
７
・
４
７
７
１
へ
。

　

◆
戦
後　

年
の
市
民
参
加

６１

の
平
和
行
事
（
戦
後　

年
東

６１

久
留
米
市
民
参
加
平
和
行
事

実
行
委
員
会
）　

８
月
５
日

（
土
）・
６
日
（
日
）
午
前　
１０

時
〜
午
後
９
時
（
６
日
は
午

後
５
時
ま
で
）、市
役
所
１
階

屋
内
ひ
ろ
ば
で
展
示
、
市
民

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
６
日
に
朗

読
劇
「
こ
の
子
た
ち
の
夏
」。

参
加
費
無
料
。
詳
し
く
は
久

保
田
�
４
７
５
・
５
１
９
８

へ
。

　

◆
和
服
リ
フ
ォ
ー
ム

シ
ョ
ー
＆
試
着
サ
ロ
ン
（
東

京
高
齢
協
・
彩 

遊
舎
）　

８

月　

日
（
日
）
午
後
１
時
半

１３
〜
４
時
半
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
講
習
室
で
。
参
加
費
３

０
０
円（
飲
み
物
付
き
）。
要

申
し
込
み
。
詳
し
く
は
竹
田

�
４
７
１
・
２
２
８
９
へ
。

　

◆
第　

回
納
涼
盆
踊
り
大

１３

会（
下
里
ふ
る
さ
と
の
会
）　

８
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１２

13

午
後
６
時
半
〜
９
時
半
、
下

里
氷
川
神
社（
下
里
二
丁
目
）

で
。
参
加
費
無
料
。
詳
し
く

は
島
崎
�
４
７
１
・
１
３
８

５
へ
。

　

◆
第　

回
夕
涼
み
会
（
同

１４

実
行
委
員
会
）　

８
月
５
日

（
土
）
午
後
５
時
〜
８
時
、
東

京
学
芸
大
学
付
属
養
護
学
校

校
庭
（
氷
川
台
一
丁
目
）
で
。

参
加
費
無
料
。
詳
し
く
は
同

委
員
会
事
務
局
（
さ
い
わ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
�
４
７

７
・
２
７
１
１
へ
。

　

◆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ

ケ
大
会
（
東
久
留
米
市
赤
十

字
奉
仕
団
）　　

月
９
日

１０

（
祝
）
午
前　

時
か
ら
、
成
美

１０

教
育
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で
。

参
加
費
４
０
０
０
円
（
飲
み

物
、弁
当
付
き
）。
経
費
を
差

し
引
い
た
全
額
を
赤
十
字
社

に
寄
付
。
詳
し
く
は
竹
内
�

４
７
３
・
０
８
４
８
へ
。

　

◆
駅
前
夏
祭
り
（
東
久
留

米
駅
前
商
店
会
）　

８
月
５

日
（
土
）
午
後
５
時
〜
９
時
、

駅
北
口
周
辺
か
ら
門
前
十
字

路
ま
で
。
シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス
、

花
火
な
ど
。
詳
し
く
は
神
藤

�
４
７
５
・
６
６
６
８
へ
。

　

◆
乗
鞍
岳
と
八
ヶ
岳
の
自

然
観
察
バ
ス
ツ
ア
ー
（
森
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

８
月　
２０

日
（
日
）
午
前
９
時
東
久
留

米
市
役
所
発
、　

日
（
月
）

２１

夕
方
同
帰
着
。
乗
鞍
岳
の
お

花
畑
散
策
〜
塩
嶺
高
原
泊
〜

八
ヶ
岳
ド
ラ
イ
ブ
。
参
加
費

１
万
３
０
０
０
円
く
ら
い

（
宿
泊
、
食
事
代
等
）。
予
約

申
し
込
み
金
４
０
０
０
円
を

森
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
郵
便

振
込
（
口
座
０
０
１
４
０
―

０
―
５
４
１
６
７
５
）
を
。

詳
し
く
は
竹
崎
�
４
６
３
・

５
９
３
２
へ
。

表１　地域の自立が地球を変えるパートⅡ日程

講　師　等内　　　　　容日　程

市民大学運営委員開講式、オリエンテーション開　　講
第１回
９月６日

千葉大学・上村雄彦氏

地球社会の現状とゆくえ
－地球環境問題の全体像を把握し、原因、処
方箋（せん）を探る！－

基調講演
（公開講座）

第２回
９月１３日

持続可能な未来へのヒント
－海外の成功例を参考に、日本のあるべき社
会を考える！－

講　　義
第３回
９月２０日

東京大学・ロバート・
ジェンキンズ氏

地球温暖化と海底メタンガス
－海底から放出されるメタンガスを追う！－

講　　義
第４回
９月２７日

環境エネルギー政策研
究所・飯田哲也氏

北欧から学ぶ持続可能な社会
－環境先進国、北欧からの最新レポート！－

講　　義
第５回
１０月４日

松下政経塾・国田薫氏
ＬＯＨＡＳが社会を変える？！
－流行語になってきた地球にやさしい消費
生活！－

講　　義
第６回
１０月１１日

市民大学運営委員
（マイクロバス使用）

川崎ゼロ・エミッション工業団地　（川崎市）
－地球の資源をとことん活かして使い切っ
て、ムダにしない！－

外部見学
第７回
１０月１８日

環境パートナーシップ
オフィス・星野智子氏

ＮＧＯ・行政・企業のパートナーシップ
－環境開発サミットの日本事務局を担当し
て！－

講　　義
第８回
１０月２５日

日本国際ボランティア
センター・田中優氏

エコでピースな社会のつくり方
－環境破壊をくいとめる新しい社会とは？－

講　　義
第９回
１１月１日

ＮＰＯ法人ふーど代表・
桑原衛氏

食と農から持続可能な社会を考える
－循環型社会に取り組む埼玉県の小川町か
ら！－

講　　義
第１０回
１１月８日

東京学芸大学・佐野淳
也氏

持続可能な社会づくりワークショップ①
－２０年後、こんな東久留米にしたい！－

討　　議
第１１回
１１月１５日

持続可能な社会づくりワークショップ②
－２０年後、こんな東久留米にしたい！－

討　　議
第１２回
１１月２２日

持続可能な社会づくりワークショップ③
－２０年後、こんな東久留米にしたい！－

討　　議
第１３回
１１月２９日

市民大学運営委員
（マイクロバス使用）

「柳泉園」と清瀬水再生センター
－廃棄物の中間処理施設と下水処理施設－

外部見学
第１４回
１２月６日

市民大学運営委員
これまでの受講を振り返って
修了式、懇親会

閉　　講
第１５回
１２月１３日

※いずれも水曜日の午前１０時～正午（第７回と第１４回の外部見学は午前・午後）、成美教育文化
会館（東本町）および見学先（第２回の基調講演は市役所７階７０１会議室）で。

表２　防災まちづくり学校日程

講　　師　　等内　　　容日　程回

防災まちづくりの会オリエンテーション９月６日１

東久留米建築設計協会・本間弘之氏耐震補強の現状と問題点９月２０日２

市総務部防災担当・内野主幹東久留米市地域防災計画１０月４日（午前）３

市総務部防災担当、市生涯学習課市内防災関連部署の見学１０月４日４

平塚耐震補強推進協議会副会長・木谷正道氏平塚市の防災まちづくり１０月１８日５

防災まちづくりの会家庭内の防災対策１１月１日（午前）６

市生涯学習課立川防災館見学１１月１日７

市消防本部救急救護の講義と実習１１月１５日８

防災まちづくりの会地震だ！　あなたならどうする１２月６日９

防災まちづくりの会終了式・座談会１２月１３日１０

※いずれも水曜日の午後１時半～４時（第３回と第６回は午前１０時～正午）、原則として成美教育文
化会館（東本町）５階研修室（第２回は市役所７階７０３会議室）で。

特別障害者手当等所得制限限度額
（単位：円）

扶養親族等の数（人）
所得の区分

５４３２１０

５,５０４,０００５,１２４,０００４,７４４,０００４,３６４,０００３,９８４,０００３,６０４,０００本　人

７,３８８,０００７,１７５,０００６,９６２,０００６,７４９,０００６,５３６,０００６,２８７,０００扶養義務者等

前期高齢者の一部負担金割合と自己負担限度額（１８年８月～９月適用）

入院時の
標準負担額

（１食当たりの食事代）

自己負担限度額
一部負担金
の　割　合区　　　　　　分 外来＋入院

（世　帯）外来（個人ごと）

２６０円

７２,３００円＋医療費
が３６１,５００円 を超
えた場合は、その
超えた分の１％
を加算（過去１２カ
月において４月目
以降は４０,２００円）

一定以上所得者
４０,２００円

２割

同一世帯の７０歳以上の被保険者および老
人医療受給対象の被保険者の収入の合計
額が６２１万円以上（対象者が同一世帯に一
人のときは４８４万円以上）①

課税所得額
１４５万円以上 ２割

※申請により自
己負担限度額｢一
般｣となります

同一世帯の７０歳以上の被保険者および老
人医療受給対象の被保険者の収入の合計
額が５２０万円以上６２１万円未満（対象者が
同一世帯に一人のときは３８３万円以上４８４
万円未満）

４０,２００円
自己負担限度額
｢一般｣
１２,０００円

２割
※②の場合、自己
負担限度額｢一
般」が適用

同一世帯の７０歳以上の被保険者および老
人医療受給対象の被保険者の収入の合計
額が５２０万円未満（対象者が同一世帯に一
人のときは３８３万円未満）…注１

②
課税所得額
１４５万円以上
２１３万円未満

１割一般
③

課税所得額
１４５万円未満
…注２

２１０円９０日までの入院
２４,６００円

低所得者
８,０００円

１割
低所得者Ⅱ（住民税非課税世帯の方）…
注３ １６０円９０日を超える入院

１００円１５,０００円
低所得者
８,０００円

１割
低所得者Ⅰ（住民税非課税世帯で、世帯
の所得が一定基準以下の方）

※課税所得額とは、所得金額から所得控除の合計を差し引いた課税標準額のことです。
注１…課税所得額が１４５万円以上でも、同一世帯の７０歳以上の被保険者および老人医療受給対象者の被保険者の収入の合計が５２０万円未満
（対象者が同一世帯に一人のときは３８３万円未満）の場合は、申請により一部負担金割合が１割となります。
注２…世帯主および同一世帯の国民健康被保険者の方全員が非課税の場合は、申請により低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰとなります。
注３…合計所得金額が１２５万円以下で１７年１月１日現在６５歳以上の方のみが課税となる場合、同一世帯内の７０歳以上の非課税者は申請によ
り低所得者Ⅱの適用となります。

　

年
金
に
関
す
る
電
話
で
の
相
談

は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
利

用
で
き
ま
す
。

　

お
客
様
の
電
話
を
全
国
の
年
金

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
等
の
う
ち
、

回
線
の
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
お

つ
な
ぎ
し
て
い
ま
す
。
通
話
料
金

は
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
接

続
先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

▽
年
金
請
求
な
ど
の
相
談
は
＝

�
０
５
７
０
・　

・
１
１
６
５

０５

　

▽
年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い

る
方
の
相
談
は
＝
�
０
５
７
０
・

　

・
１
１
６
５

０７
　

電
話
を
お
か
け
に
な
る
と
き
に
、

「
０
５
７
０
」
の
「
０
」
を
押
し
忘

れ
た
り
、
市
外
局
番
を
つ
け
て
し

ま
っ
た
り
す
る
間
違
い
電
話
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
機
の
設
定
、
Ｉ
Ｐ

電
話
お
よ
び
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
、
電
話

機
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

つ
な
が
ら
な
い
と
き
な
ど
詳
し

く
は
武
蔵
野
社
会
保
険
事
務
所
�

０
４
２
２
・　

・
１
４
１
１
へ
。

５６

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
、
健
康
の

大
切
さ
や
医
療
保
険
制
度
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
医

療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
医
療
費
の

額
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
通
知
す
る
も
の
は
、
通
常

の
保
険
医
療
機
関
等
、
ま
た
は
整

骨
院
や
接
骨
院
な
ど
で
治
療
を
受

け
柔
道
整
復
師
か
ら
、
市
へ
請
求

さ
れ
た
分
で
す
。
対
象
は　

年
５

１８

月
に
受
診
さ
れ
た
も
の
で
、
受
診

年
月
、
受
診
者
名
、
受
診
区
分

（
入
院
、
柔
整
等
）、
受
診
日
数
、

医
療
費
の
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
の
額
に
は
、
自

由
診
療
に
よ
る
も
の
や
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
保
険
対
象
外
の
額
は
含

《
各
講
座
共
通
事
項
》

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
【
日
程
・
内
容
等
】
表
１
・
２
の

武蔵野社会保険事務所からの 
お 知 ら せ
　１８年７月から市場化テスト（注１）のモデル
事業として、同事務所が管轄する東久留米市に
おける国民年金未納保険料の納付督励業務を、
エー・シー・エス債権管理回収株式会社に委託
することとなりました。
　（注１）市場化テスト…公共サービスの提供に
ついて、透明・中立・公正な競争条件の下、官
と民が対等の立場で参加する競争入札を実施し、
価格と質の両面で、より優れた主体が落札し、
公共サービスを提供する制度
　詳しくは同事務所国民年金保険料課�０４２２・
５６・１４１１へ。

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
・

障
害
者
福
祉
手
当

　

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
・
障
害

者
福
祉
手
当
の
所
得
制
限
額
が
据

え
置
か
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

障
害
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現

在
受
給
中
の
方
は
手
続
き
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
所
得
制
限
額
】本
人
所
得
３
６

０
万
４
０
０
０
円
で
、
扶
養
親
族

等
が
一
人
増
す
ご
と
に　

万
円
を

３８

加
算

　

※
扶
養
親
族
等
の
う
ち
、
老
人

控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶

養
親
族
が
あ
る
場
合
は
、
一
人
に

つ
き　

万
円
を
加
算
。
特
定
扶
養

１０

親
族
が
あ
る
場
合
は
、
一
人
に
つ

き　

万
円
を
加
算
。

２５

　
【
対
象
】①
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
＝
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の
方

２０

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
。
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

の
方
▽
愛
の
手
帳
１
度
〜
３
度
の

方
▽
脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋

萎
（
い
）
縮
症
の
方
。
た
だ
し
、

老
人
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
方

医
療
費
を
大
切
に
！

　

国
民
健
康
保
険
・
医
療
費
（　

年
５
月
分
）
通
知
を

１８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月
下
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険

医
療
機
関
等
か
ら
請
求
が
遅
れ
て

い
る
も
の
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

※
こ
の
通
知
に
よ
っ
て
、
特
別

市
民
大
学
中
期
コ
ー
ス

受
講
生
を
募
集

通
り

　
【
定
員
】
各　

人
（
応
募
者
多
数

３０

の
場
合
は
抽
選
）

　

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
８
月
１

日
（
火
）
〜　

日
（
木
）
に
電
話

３１

ま
た
は
直
接
同
係（
市
役
所
６
階
）

へ
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
電

子
申
請
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

○
地
域
の
自
立
が
地
球

を
変
え
る
パ
ー
ト
Ⅱ

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
で
、
環

境
へ
の
関
心
は
高
ま
る
一
方
、
行

政
の
対
応
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
講
座
で
は
、
地
球
規
模
の
環

境
全
般
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
「
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は

　

７
月
１
日
号
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
通
り
、　

歳
〜　

歳
未

７０

７５

満
の
前
期
高
齢
者
（
昭
和
７
年　
１０

月
１
日
以
降
生
ま
れ
で
、
老
人
保

国
民
健
康
保
険

　

被
保
険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証

　
　
（
保
険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
）

健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い

方
）
に
は
、
被
保
険
者
証
に
一
部

負
担
金
割
合（
１
割
ま
た
は
２
割
）

が
記
載
さ
れ
て
い
る
保
険
証
兼
高

齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
を　

年
１９

９
月　

日
と
し
て
交
付
し
て
い
ま

３０

す
。
こ
の
一
部
負
担
金
割
合
は
、

前
年
（
１
月
〜
７
月
の
間
は
前
々

年
）
の
課
税
所
得
を
基
に
毎
年
８

月
に
更
新
さ
れ
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

今
回
の
更
新
に
よ
り
一
部
負
担

金
割
合
が
２
割
に
変
更
と
な
っ
た

方
は
、　

年　

月
１
日
か
ら
健
康

１８

１０

保
険
法
等
の
一
部
改
正
に
よ
り
高

齢
者
の
患
者
負
担
の
見
直
し
が
予

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
し
い
保

険
証
兼
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期

限
を　

年
９
月　

日
と
し
て
送
付

１８

３０

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
更
新
に
よ
り
一
部
負
担

金
割
合
が
変
わ
ら
な
い
方
は
、
現

在
お
持
ち
の
保
険
証
兼
高
齢
受
給

者
証
で
そ
の
ま
ま
受
診
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、　

月
１
日
以
降
の
保
険

１０

証
兼
高
齢
受
給
者
証
は
、
一
部
負

担
金
割
合
を
変
更
し
て
９
月
下
旬

に
送
付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

一
部
負
担
金
割
合
の 

軽
減
等
の
申
請
書
を 

送
付
し
て
い
ま
す

　

健
康
保
険
法
等
の
一
部
改
正
に

よ
る
高
齢
者
の
患
者
負
担
の
見
直

し
に
伴
い
、
申
請
に
よ
り
一
部
負

担
金
割
合
が
２
割
で
も
１
割
負
担

と
な
る
場
合
の
あ
る
方
、
ま
た
、

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
等
に

伴
う
経
過
措
置
や
老
年
者
に
係
る

住
民
税
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
伴

う
経
過
措
置
に
該
当
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
ご
案
内
と
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま

す
。

　

該
当
す
る
場

合
は
、同
封
し
て

あ
る
申
請
書
、保

険
証
兼
高
齢
受

給
者
証
、
収
入
が
確
認
で
き
る
も

の
（
確
定
申
告
書
の
控
え
、
源
泉

徴
収
票
等
）
を
持
参
し
て
保
険
年

金
課
国
保
年
金
資
格
係
（
市
役
所

１
階
）
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
�
４
７
０
・
７

７
３
２
へ
。

な
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
�
４
７
０
・
７
７
３
３

へ
。

所得制限額が据え置かれます

心身障害者福祉手当・

障害者福祉手当・

特別障害者手当等

と
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方
は
受

給
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、　

歳
以

６５

上
で
新
た
に
手
帳
を
取
得
さ
れ
た

方
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
②
障
害
者

福
祉
手
当
＝
市
内
在
住
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
の
方
▽
愛

の
手
帳
１
度
〜
４
度
の
方
▽
脳
性

ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症
の

方
。
た
だ
し
、
児
童
育
成
手
当
の

障
害
手
当
・
心
身
障
害
者
福
祉
手

当
を
受
け
て
い
る
方
と
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
は
受
給
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、　

歳
以
上
で
新
た
に

６５

手
帳
を
取
得
さ
れ
た
方
に
は
制
限

が
あ
り
ま
す

特
別
障
害
者
手
当
等

　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
の
所
得
制
限
額
が
右
表
の

通
り
据
え
置
か
れ
ま
す
。
こ
の
手

当
を
継
続
し
て
受
給
す
る
た
め
に

は
、
前
年
の
所
得
状
況
や
支
給
要

件
の
状
況
な
ど
を
届
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

届
け
出
が
な
い
と
、
今
年
の　

月
１１

期
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
方
は
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
現
在
受
給
し
て
い

る
方
に
は
現
況
届
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
８
月
７
日
（
月
）
〜
９

月
８
日
（
金
）
に
同
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
【
対
象
】①
特
別
障
害
者
手
当
＝

　

歳
以
上
で
身
体
・
内
部
ま
た
は

２０精
神
に
著
し
い

障
害
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
ま

た
は
愛
の
手
帳

１
・
２
度
程
度

の
障
害
が
重
複

し
て
い
る
在
宅
の
方
②
障
害
児
福

祉
手
当
＝　

歳
未
満
で
、
身
体
・

２０

内
部
ま
た
は
精
神
に
著
し
い
障
害

が
あ
り
、
身
体
障
害
者
１
級
程
度

ま
た
は
愛
の
手
帳
１
度
程
度
の
方

　

詳
し
く
は
同
課
�
４
７
０
・
７

７
４
７
へ
。

何
か
」
を
、
こ
の
講
座
を
通
し
て

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
受
講
料
】１
８
０
０
円（
資
料
・

保
険
代
等
）

○
防
災
ま
ち
づ
く
り
学
校

　

市
を
災
害
に
強
い
ま
ち
に
す
る

た
め
、
自
主
防
災
に
関
す
る
知
識

や
用
法
を
系
統
的
に
学
習
し
ま
す
。

　
【
受
講
料
】１
５
０
０
円（
資
料
・

保
険
代
等
）

「ねんきんダイヤル」の

おかけ間違いに

ご注意ください

　

次
の
要
件
に
該
当
し
、
ま
だ
手

当
を
受
け
て
い
な
い
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所
得
制

限
が
あ
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当

　
【
支
給
対
象
】
市
内
在
住
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
養

育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
養
育
者
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童
②
父
が

死
亡
し
た
児
童
③
父
が
重
度
の
障

害
を
持
つ
児
童
④
父
が
生
死
不
明

の
児
童
⑤
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童
⑥
父
が
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
⑦
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

　

※
た
だ
し
、
母
親
・
養
育
者
が

老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
年
金
を
受

給
で
き
る
と
き
や
、
児
童
が
父
親

に
支
給
さ
れ
る
年
金
の
加
算
対
象

に
な
っ
て
い
る
と
き
、
児
童
が
児

童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る

と
き
な
ど
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

児
童
扶
養
手
当
・

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の

　
　

申
請
は
お
済
み
で
す
か

が
あ
り
ま
す
。

　
【
支
給
期
間
】対
象
児
の
年
齢
が

　

歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度

１８末
ま
で
（
対
象
児
が
中
度
以
上
の

障
害
を
有
す
る
と
き
は　

歳
未

２０

満
）○

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
【
支
給
対
象
】市
内
に
お
住
ま
い

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　

歳
未
満
の
障
害
児
を
養
育
し
て

２０い
る
父
親
・
母
親
ま
た
は
養
育
者
。

①
知
的
障
害
（
愛
の
手
帳
１
〜
３

度
程
度
）
が
あ
る
児
童
②
身
体
に

障
害
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３

級
程
度
）
が
あ
る
児
童
③
前
記
①

②
と
同
程
度
の
疾
病
も
し
く
は
身

体
ま
た
は
精
神
の
障
害
が
あ
る
児

童
　

※
た
だ
し
、
対
象
児
が
障
害
を

理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
申
請
に
は
指
定
の
診

断
書
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、
省

略
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

既
に
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

　

市
で
は
毎
年
、
児
童
扶
養
手
当

お
よ
び
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
（
支
給
停
止

の
場
合
も
含
む
）
に
、
前
年
の
所

得
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
の

届
け
出（
現
況

届
）を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
け

出
が
な
い
と

　

月
期
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ

１２れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

認
定
さ
れ
て
い
る
方
に
は
現
況

届
の
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
８
月　

日
（
木
）
〜　

日

１０

２３

（
水
）
に
子
育
て
支
援
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月　

日
（
月
）
〜　

２１

２３

日
（
水
）
は
、
午
後
８
時
ま
で
夜

間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
額
が 

改
定
さ
れ
ま
し
た

　

児
童
一
人
当
た
り
の
児
童
扶
養

手
当
額
が
８
月
期
支
払
い
分
か
ら

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
部
支
給
＝
４
万
１
８
８
０
円

→
４
万
１
７
２
０
円
（
月
額
１
６

０
円
の
減
）
▽
一
部
支
給
＝
９
８

８
０
円
〜
４
万
１
８
７
０
円
→
９

８
５
０
円
〜
４
万
１
７
１
０
円

（
月
額　

円
〜
１
６
０
円
の
減
）

３０

　

な
お
、
多
子
加
算
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
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詳
し
く
は
子
育
て
支
援
課
助
成
係
�
４
７
０
・
７
７
３
６
へ

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
�
４
７
０
・
７
７
８
４
へ
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